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「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」 
研究プロジェクト概要 

拠点リーダー：中森義輝（知識科学研究科・教授） 

 
後期（平成１７年度後半～１９年度） 
●〈知識科学の確立〉 知識創造の理論研究とツール開発 
１．知識科学の定義と普及 梅本勝博（知識科学研究科教授） 
 
●〈イノベーション研究〉 分野横断研究の推進、新しいイノベーション教育の基盤構築 
１．成熟産業におけるイノベーション 寺野 稔（マテリアルサイエンス研究科教授） 
２．研究哲学に裏打ちされた知識創造活動 由井伸彦（マテリアルサイエンス研究科教授） 
３．コーディネーションのための知識表現法 堀 秀信（マテリアルサイエンス研究科教授） 
４．研究室のナレッジマネジメント 民谷栄一（マテリアルサイエンス研究科客員教授） 
５．モブアルバムを利用した研究室ナレッジマネジメント 水谷五郎（マテリアルサイエンス研究科教授） 
 
●〈イノベーション教育〉 イノベーションを担う人材の育成 
１．統合科学技術コースにおけるカリキュラム開発 高木昌宏（マテリアルサイエンス研究科教授） 
２．ソーシャル・イノベーション 近藤修司（知識科学研究科教授） 
 
●〈拠点形成活動〉 情報基盤、評価システム、国際交流 
１．知識創造モデルとナレッジマップ MA,Tieju（知識科学研究科助教） 
２．学際コミュニケーション・サイエンスカフェ 小林俊哉（科学技術開発戦略センター准教授） 
３．知識創造場の評価システム 中森義輝（知識科学研究科長・教授） 
４．JAIST の知識情報環境整備・電子図書館 吉田武稔（知識科学研究科教授） 
 
前期（平成１５年度～１７年度前半） 
●分野横断研究プロジェクト（MS） 
１．知識創造理論を活用した先端バイオ研究 高木昌弘（マテリアルサイエンス研究科教授） 
２．超分子バイオマテリアルに関する戦略的知識創造研究 由井伸彦（マテリアルサイエンス研究科教授） 
３．ナノ材料をモデルとする科学技術開発戦略理論の創造実践 三宅幹夫（マテリアルサイエンス研究科教授） 
４．触媒反応研究における科学技術戦略 寺野 稔（マテリアルサイエンス研究科教授） 
５．研究開発コーディネーションの条件と知識ミニマムに関する研究 
 堀 秀信（マテリアルサイエンス研究科教授） 
 
●知識科学研究プロジェクト（KS） 
１．科学データベースからの科学知識創造 HoBaoTu（知識科学研究科教授） 
２．システム方法論によるナレッジ・マネジメント 中森義輝（知識科学研究科教授） 
３．技術マネジメント・技術ロードマッピング 亀岡秋男（知識科学研究科教授） 
４．知識創造支援システム 國藤 進（知識科学研究科教授） 
５．研究開発組織におけるコンセプト創造方法論の開発 遠山亮子（知識科学研究科助教授） 
６．知識体系化システム 杉山公造（知識科学研究科教授） 
７．情報マイスター教育 宮原 誠（情報科学研究科教授） 
 
●科学技術開発戦略センタープロジェクト（SC） 
１．ナレッジ・マネジメント情報基盤 中森義輝（拠点リーダー） 
２．多様な知識の表現と統合 Andrej Wierzbicki（特任教授） 
３．ラボラトリナレッジマネジメント方法論 Quamrul Hasan（特任教授） 
４．プロジェクト管理法の開発と実践 小林俊哉（助教授） 
５．異分野（社会・地域）連携コーディネート実践研究 立瀬剛志（拠点形成研究員） 
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JAIST Forum 2006  - Evaluation of JAIST COE Program - 
 

November 11, Saturday, 2006 

Collaboration Room 3 at School of Knowledge Science 

 

10:30-12:00 General Discussion on the COE Program 
Yoshiteru Nakamori (JAIST, Knowledge Science) Introduction 40min. 

Andrzej P. Wierzbicki (JAIST, COE Center) 

Zhichang Zhu (JAIST, COE Center) 

Toshiya Kobayashi (JAIST, COE Center) 

 

12:00-13:00 Lunch 

 

13:00-14:15 Discussion on the Interdisciplinary Research Projects 
Yoshiteru Nakamori (JAIST, Knowledge Science)  Introduction 30min. 

Hidenobu Hori (JAIST, Material Science) 

Minoru Terano (JAIST, Material Science) 

Goro Mizutani (JAIST, Material Science) 

Yuzuru Takamura (JAIST, Knowledge Science) 

Andrzej P. Wierzbicki (JAIST, COE Center) 

Zhichang Zhu (JAIST, COE Center) 

Toshiya Kobayashi (JAIST, COE Center) 

 

14:15-14:45 Break 

 

14:45-16:15 Discussion on Innovation and Knowledge Sciences 
Andrzej P. Wierzbicki (JAIST, COE Center)        Lecture 20min. 

Katsuhiro Umemoto (JAIST, Knowledge Science)  Lecture 20min. 

Yoshiteru Nakamori (JAIST, Knowledge Science) 

Zhichang Zhu (JAIST, COE Center) 

Toshiya Kobayashi (JAIST, COE Center) 

Zbigniew Krol (JAIST, COE Center) 
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Evaluators (Alphabetical order) 
 
Ryo Hirasawa (The University of Tokyo) 
Leen Hordijk (IIASA) 
Michael C. Jackson (The Business School at Hull) 
Robert Kneller (The Business School at Hull) 
Ikujiro Nonaka (Hitotsubashi University) 
Nico Stehr (Zeppelin University) 
Shinichi Yamamoto (Hiroshima University) 

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

人 材 育 成 活 動 
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■目的 
 

21 世紀 COE プログラム「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」の各プロジ

ェクトのオーガナイザーとして選抜された ＲＡ（リサーチアシスタント･博士後期

課程学生）を対象に、「知のコーディネータ」としての素養を、科学技術開発戦略セ

ンターのメンバーとともに習得する。 
 

 
      RA が所属するプロジェクト一覧  （  ）はプロジェクトの代表者 
  

           イノベーション研究分野 

      

○「成熟産業におけるイノベーション」 
（寺野 稔教授・マテリアルサイエンス研究科） 

 
○「研究哲学に裏打ちされた知識創造活動」 

（由井 伸彦教授・マテリアルサイエンス研究科） 
 

○「コーディネータとしての知識習得法」 
（堀 秀信教授・マテリアルサイエンス研究科） 

 
○「研究室のナレッジマネジメント」 

（民谷 栄一教授・マテリアルサイエンス研究科） 
 
 

イノベーション教育分野 

 

○「統合科学技術コースにおけるカリキュラム開発」 
（三宅 幹夫教授・マテリアルサイエンス研究科） 

 
 

拠点形成活動分野 
 

○「学際コミュニケーション・サイエンスカフェ」 
（小林 俊哉助教授・科学技術開発戦略センター） 

 
 
 

１．目的・メンバー 
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■RA メンバー  
 
◇成熟産業におけるイノベーション 
平松 章男 知識科学研究科 

 
◇研究哲学に裏打ちされた知識創造活動 
吉永 崇史 知識科学研究科 
Kitsakorn  Locharoenrat   マテリアルサイエンス研究科 

 
◇コーディネータとしての知識習得法 
高橋 誠史 知識科学研究科 
井波 暢人 マテリアルサイエンス研究科 

 
◇研究室のナレッジマネジメント 
水元 明法 知識科学研究科 
塚本 匡俊 マテリアルサイエンス研究科 

 
◇学際コミュニケーション・サイエンスカフェ 
高木 里実 知識科学研究科 

 
◇統合科学技術コースにおけるカリキュラム開発 
荒井 誠也 マテリアルサイエンス研究科 

 
 

LA(ラボラトリアシスタント：博士前期課程学生） 2 名 
Dodik  Kurniawan マテリアルサイエンス研究科  寺野プロジェクト所属 

柳川 章博 知識科学研究科 民谷プロジェクト所属  
 
 
         科学技術開発戦略センター 5 名 

宮下 芳明 研究員 

鶴岡 洋幸 拠点形成研究員 

矢部 敏明 客員研究員 
本プロジェクト全体コーディネータ 

坪坂 由美       客員研究員 

浅野 浩央〔9 月～〕 研究員 
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知のコーディネータが習得すべき基本的な能力は、ナレッジマネジメント論・イノベーシ

ョン論等の理論を身に付け、異なる分野とのコミュニケーションができ、学際研究プロジ

ェクト等をコーディネートする行動力である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケーション力、 
プレゼンテーション力を鍛える！ 

RA ミーティング 
 

 

プロジェクト進行報告 
RA の研究進捗報告 

 
終了後に相談会も実施 

知のコーディネータ理論・習得 

知のコーディネータ養成講座

 
コーディネートに必要な能力 

（知識通訳・ナレッジマネジメントなど） 
について考える。   

学内外コーディネータとの 
意見交換 

 
プロジェクトの運営をコーディネート 

 COE 学際セミナー 
 
 

各プロジェクトの 
 発表・意見交換の場を創り、 

コーディネート 
 

 

公開にて実施 

公開にて実施 

２．知のコーディネータへの３つの活動 

3 つの活動を通じて知のコーディネータの基本的能力を習得
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[実施内容] / 月 1 回 

○ プロジェクトの進行ならびに研究進捗状況を報告 

RA はプロジェクトの進行ならびに個人の研究進捗状況について、別紙(Ｐ5～6)をも

とにしてわかりやすく説明する。 

    養成する主な能力 ： コミュニケーション力   

 

○ プレゼンテーション大会を実施 

個人の研究進捗についてはプレゼンテーションを適宜行い、「内容をどれだけ理解で

きたか」について他の RA メンバーから 4 段階で評価をもらう。 

養成する主な能力 ： プレゼンテーション力    

 

 

 

 

 

 

 

  

  毎月の RA ミーティングの様子              

 

プレゼンテーション大会を実施 

《2006 年度スケジュール》 

 

 

 

 

 

 

 

  
時間 13：30～15：00  
場所  知識科学研究科Ⅲ棟 6 階コラボレーションルーム / 7 階セミナールーム 

第 1 回 2006 年 5 月 18 日（木） 第 7 回 11 月 9 日（木） 

第 2 回 6 月 15 日（木） 第 8 回 12 月 7 日（木） 

第 3 回 7 月 5 日（水） 第 9 回 2007 年 1 月 11 日（木） 

第 4 回 8 月 9 日（水） 第 10 回 2 月 8 日（木） 

第 5 回 9 月 6 日（水） 第 11 回 3 月 8 日（木） 

第 6 回 10 月 12 日（木）  

２－①．ＲＡミーティング 
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プロジェクト進行報告 
〔  月  日（  ）～  月  日（  ）〕 

 

オーガナイザー氏名： 

プロジェクト名： 

 

◇プロジェクト活動状況 

〔活動内容〕 

 

 

 

 

 

〔結果・課題〕 

 
 
 
 
 
〔プロジェクト責任者と話し合ったこと〕 

 

 

 

 

 

 

◇次回までのプロジェクトアクションプラン 

 

 
 

 

 

 

別紙 1 

北陸先端科学技術大学院大学 21 世紀 COE プログラム「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」 ＲＡプロジェクト

 

プロジェクトリーダー 

 

拠点リーダー 
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研究進捗報告 

〔  月  日（  ）～  月  日（  ）〕 

 

氏    名： 

研究タイトル： 

 

◇研究活動状況 

〔活動内容〕 

 

 

 

 

 

〔結果・課題〕 

 
 
 
 
 
〔プロジェクト責任者と話し合ったこと〕 

 

 

 

 

 

 

◇次回までの研究アクションプラン 

 

 
 

 

 

 

別紙 2 

北陸先端科学技術大学院大学 21 世紀 COE プログラム「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」 ＲＡプロジェクト

 

プロジェクトリーダー 

 

拠点リーダー 
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年間：研究スケジュール表 2006 

 

 

氏 名        所 属  プロジェクト  

研究タイトル  

 

 

アブストラクト 

 

 

 

 

《活動内容》 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

１０月  

１１月  

１２月  

１月  

２月  

３月  

＊実物はＡ３サイズです。 

別紙 3 

北陸先端科学技術大学院大学 21 世紀 COE プログラム「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」 ＲＡプロジェクト



- 43 - 

 

 

□主  旨   ： 本 COE「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」のイノベーショ

ン研究である４つの学際プロジェクト＊間でプロジェクト内容の共有

と意見交換をはかり、さらなる内容の充実を目指す。 
開催プロジェクトの RA は、本セミナーの運営・進行を行いながら、

コーディネーション力を養成する。 
 
 

 
＊４つの学際プロジェクト  

○「成熟産業におけるイノベーション」 
○「研究哲学に裏打ちされた知識創造活動」 
○「コーディネータとしての知識習得法」 
○「研究室のナレッジマネジメント」 

 

 

 

 

□開催期間   ： 平成 18 年 7 月～平成 19 年 2 月〔全 4 回〕 
 

 
＊本講座は全て公開にて実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－②．ＣＯＥ学際セミナー  
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□セミナー実施内容 

 

第 1 回 

 

ゲストを招いての講義及び意見交換 

【イノベーション研究 「成熟産業のイノベーション」】  

日時：2006 年 7 月 14 日（金）10：30～12：00 
 

成熟産業にイノベーションを興す！ 

「石油化学工業の産業特性と競争力要因の考え方」 

講演者 ： 小柳津 英知  (富山大学経済学部経済学科 助教授) 

 

成熟産業の代表格である「化学分野」の特性について、過去から現在に至る歴
史を俯瞰しながら、化学産業にイノベーションを興すにはどうすべきかを知識創
造を踏まえて考えた。 

 

会場：知識科学研究科 Ⅲ棟 6 階コラボレーションルーム 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回 

 

プロジェクトメンバー3 名の先生方による研究哲学指南 

【イノベーション研究 「研究哲学に裏打ちされた知識創造活動」】 

日時：2006 年 7 月 18 日（火）18：00～20：00 
 

「由井×本多×水谷流！研究哲学に学ぶ」 

－知識創造活動実践のために－ 

講演者 ： 由井 伸彦  (マテリアルサイエンス研究科 教授) 
本多 卓也  (知識科学研究科 教授) 
水谷 五郎  (マテリアルサイエンス研究科 教授) 

 

科学研究における哲学的価値観の再認識と問題提起を目的とした由井コロキウ
ム（公開討論会）が 50 回を超えた。そこで生み出された研究哲学とはどういうもの
かを本プロジェクト 3 名の先生に発表してもらった。 

 

会場：知識科学研究科 2 階 3,4 講義室 
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第 3 回 

 

プロジェクトリーダーによる発表 

【イノベーション研究 「コーディネータとしての知識習得法」】  

日時：2006 年 9 月 29 日（金）14：00～15：30 
 

ビジネスコーディネーションのための 

「数理科学的センス」 

講演者 ： 堀 秀信  (マテリアルサイエンス研究科 教授) 

 
ビジネスのあらゆる意思決定シーンにおいて、実は科学技術の素養が重要に
なる。特に数理科学的な知識！ところが、これはそう簡単に身に付くものでは
ない。しかし、最近のコンピューターアニメーション技術の発達により、ある程
度までそれを用いて基礎的素養を身につけられるようになって来ている。本講
演では COE 堀プロジェクトで試行しているこうした取り組みを紹介した。 

 

会場：知識科学研究科 Ⅲ棟 7 階 セミナールーム 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 回 

 

文化人類学的視点から 

【イノベーション研究 「研究室のナレッジマネジメント」】 

日時：2007 年 2 月 8 日（木）14：00～15：30 
 

「科学的知識生産の営みをいかに捉えるか」 

－ラボラトリーマネジメント以前－ 

講演者 ： 伊藤 泰信  (知識科学研究科 助教授) 

 
科学的知識生産の営みにたずさわる私たちは、その営みについて何を 
知っているだろうか。今回はラボラトリー「マネジメント」の一歩手前、
ラボラトリーという科学的知識生産の場を把握する視角のいくつかに 
ついてお話していきます。 
 
 

会場：知識科学研究科 Ⅲ棟 7 階セミナールーム 

 

 



- 46 - 

□セミナー風景 

 
○第 1 回 寺野プロジェクト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
○第 2 回 由井プロジェクト 
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○第 3 回 堀プロジェクト 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

○第 4 回 民谷プロジェクト 
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[実施内容]  / 基礎編   6～7 月〔全 3 回〕 
応用編  10～12 月〔全 3 回〕 

 

 

 

基礎編 概要 －知のコーディネータへの第一歩－ 

 
 

□主  旨  ： 知のコーディネータに必要な基礎理論を学ぶ 
RA に選抜された博士後期課程の学生を主な対象として、「所属の各学

際プロジェクトをオーガナイズし、計画どおり進め、成果を出す」ための基礎

的な知のコーディネート力を養成する。 

  

 

 

□開催日時   ：  第 1 回 平成 18 年 6 月 22 日(木)   16：30～17：30  
     第 2 回 平成 18 年 7 月  6 日(木)   14：00～15：00 
     第 3 回 平成 18 年 7 月 20 日(木)   14：00～15：00 

〔全 3 回〕 
 
 
 

□会  場   ： 知識科学研究科 Ⅲ棟 6 階 コラボレーションルーム 3  
 

 
 

＊本講座の第 2・3 回については公開にて実施 
 

 
 
 
 

２－③．知のコーディネータ養成講座  
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□講座内容  ： 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回 

 

○ ナレッジマネジメント入門 

 

○ 知のコーディネータに必要な“知識通訳”とは何かⅠ 

    [ケーススタディ①] 

産官学連携におけるコーディネータの役割 

     －知識通訳の視点から－ 

産学連携学会・発表資料より 

 

○ 質疑応答・意見交換 

 

第 2 回 

 

○ 知のコーディネータに必要な“知識通訳”とは何かⅡ 

[ケーススタディ②] 

農業における普及職員の橋渡し的役割に関する研究 

－知識通訳の視点から－ 

日本農業普及学会・発表資料より 

 

[ケーススタディ③] 

水産業を核とした産官学連携とコーディネータの役割 

漁業経済学会・発表資料より 

 

○ 質疑応答・意見交換 

 

第 3 回 

 

○ 知のコーディネータ像に関する一考察 

文部科学省報告書「産学官連携コーディネータの成功・失敗事例に学ぶ 

産学官連携の新たな展開に向けて」から 

 

○ 所属するプロジェクトにおいての RA の役割を考える 

 

講師 ： 末永 聡 （知識科学研究科 知識社会システム学専攻 助手） 
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□講座風景  ：   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

知のコーディネータに必要な基礎的能力を

ケーススタディを通じて学ぶ 

全 3 回の講義を担当した末永聡助手 

講師と受講者との意見交換・質疑応答 
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応用編 概要 －知のコーディネータになる！－ 

 

 
□主  旨   ： 知のコーディネータに必要な実践的知識について考える。 

ＲＡに選抜された博士後期課程の学生を主な対象として、「所属の各学

際プロジェクトをオーガナイズし、計画どおり進め、成果を出す」ための実践

的な知のコーディネーション力を養成する。 

 

 

 

□開催日時   ：  第 1 回 平成 18 年 10 月 12 日(木)   14：30～15：30  
     第 2 回 平成 18 年 11 月  9 日(木)   14：30～15：30 
     第 3 回 平成 18 年 12 月  7 日(木)   14：30～15：30 

〔全 3 回〕 
 
 
 

□会  場   ： 知識科学研究科 Ⅲ棟 7 階 セミナールーム  
 

 
 

＊本講座は公開にて実施 
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□講座内容  ：  

 

          

第 1 回 

 

 

○ 現場で格闘するコーディネータに訊く！ 

 

講  師   

山本 外茂男 氏 文部科学省 産学官連携コーディネーター 

              JAIST 先端科学技術研究調査センター 

 

 

第 2 回 

 

 

○ 知のコーディネータへの道を探る 

   －コーディネートできることの意味を考える－ 

 

講  師   

立瀬 剛志 氏 富山大学医学部保健医学講座 医療人教育室 助手

            元 JAIST 科学技術開発戦略センター 研究員 

 

 

第 3 回 

 

 

○ コーディネータ研修の実施報告  

－“知識通訳力”を鍛える－ 

 

講  師   

末永 聡  JAIST 知識科学研究科知識社会システム学専攻 助手  
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□講座風景  ：   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

○第 2 回 

○第 1 回 

○第 3 回 

山本 外茂男 氏 

末永 聡(右)とゲストを交えて 知のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀの“卵”から活発な質問が出る 

立瀬 剛志 氏 グループワークを実施 

 現場で必要なｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ力について意見交換 
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 「知識科学 COE-RA シンポジウム」の開催 

イノベーションをテーマに RA 個々の研究成果発表会を下記のとおり実施した。 
  

□開催日時 ： 平成 19 年 2 月 27 日(火)  13：30～17：00     
□会   場 ：  知識科学研究科棟 2 階 3,4 講義室 

              
 
   ○RA 発表一覧 ＊発表順 

■平松 章男 （知識科学研究科）                                                        

大学院の化学系研究室における研究テーマ探索手法の開発について  

－成熟産業におけるイノベーションに関する研究－ 

■吉永 崇史 （知識科学研究科）                                       

科学知識の創造のためのラボラトリ・マネジメント 

－北陸先端科学技術大学院大学 水谷研究室を対象とした事例研究－ 

■Kitsakorn  Locharoenrat  （マテリアルサイエンス研究科）                    

Success of Life Based on Motivation Behavior： 

Case Study between Japanese students and Asian students at JAIST 

■高木 里実 （知識科学研究科）                                          

学際コミュニケーション活動の本年度における実績と展望 

■高橋 誠史 （知識科学研究科）                              

プレゼンテーションのための物理エンジンを搭載したアニメーションツールの開発 

【NICOGRAPH Spring Festival in TAF CGAC 2007 審査員特別賞受賞】 

■井波 暢人 (マテリアルサイエンス研究科）                             

IMPORTANT ROLE OF POPULARISATION OF PHYSICAL  

SCIENCE TO THE MODERN BUSINESS ACTIVITY 

■菊池 智子 （知識科学研究科）                                       

知識創造場の評価に関する研究 

■水元 明法 （知識科学研究科） / 塚本 匡史（マテリアルサイエンス研究科）                   

汎用ツールによる研究室マネジメント ― デジタルペンの導入を事例として ― 

3．研究成果報告  
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□実施風景  ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               研究成果を発表する RA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

研究発表全体の総評を述べる中森義輝拠点リーダー 
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ＲＡプロジェクト活動の広報 
 
RA プロジェクトの活動については、広報誌「ナレッジ・ビート」及び本 COE ホー

ムページを通じて公開した。 

広報誌「ナレッジビート」 科学技術開発戦略センターサイト 

http://www.jaist.ac.jp/coe/indexJ2.htm

■ RA の研究論文は知識創造場論集にして発刊 
 
今年度のRA の研究論文を「知識創造場論集」にまとめて発刊。 

 

 
 
 
 

知識創造場論集 
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- 61 - 
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共通科目：学際コミュニケーション論（Transdisciplinary Research） 
   
担当：小林 俊哉 准教授／堀 秀信 教授／小矢野 幹夫 准教授／岩崎 秀夫 准教授／  
岩崎 敬 非常勤講師／ 

演習モデレータ： 
学際演習Ⅰ 宮下 芳明 研究員 
学際演習Ⅱ 浅野 浩央 研究員 
演習補助員：大仁田 耕一 LA 

 
目的： 
地球環境問題、資源エネルギー問題等、従来の縦割りの学問体系では対処しきれない課

題が 20 世紀末以来増加してきている。これに伴いそれぞれの課題に取り組むべき学問分野

も理工学の諸分野から、政治経済、社会、法学等の人文・社会科学の諸分野の取り組みが

不可欠となっている。そのためにはこれら異分野間の有機的連携が必須である。こうした

社会的ニーズに応えて本学際コミュンケーション論においては、学問分野間、異なる組織

間の壁を越えるためのコミュニケーション・スキルを養成する。 
 
内容： 
 主な講義内容は以下の通りである。 
【科学技術政策の動向と学際研究の概要講義】 
 受講者には、先ず異なる学問分野間のコミュケーションを必要とする社会的背景を把握

していただく。そのために、科学技術政策、科学技術モード論等の必要最低限の知識を修

得していただく。 
 
【学際コミュニケーション実践演習Ⅰ、Ⅱ】 
 具体的テーマを設定して、実際に学際間コミュンケーションを実践・体験し、異分野に

おけるコミュニケーションの課題発見とスキルトレーニングを行う。そのため、専門分野

の異なる学術知識の利用方法の検討や、ニーズ・オリエンテッドな学際研究プロジェクト

の企画を練るためのワーキングチームを作り、各種実践的な演習授業を行う。 
 
教科書：必要に応じて講師が作成した資料を配布する。 
 
参考書： 
マイケル・ギボンズ編著・小林信一訳『現代社会と知の創造―モード論とは何か』丸善ラ

イブラリー 1997 年 
小林傳司『公共のための科学技術』玉川大学出版部 2002 年 
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杉山公造・永田晃也・下嶋篤編『ナレッジサイエンス』紀伊国屋書店 2003 年 
堀井秀之『問題解決のための「社会技術」－分野を超えた知の協働』中公新書 2004 年 
日本科学者会議編『研究の方法』リベルタ出版 2004 年 
藤垣裕子『科学技術社会論の技法』東京大学出版会 2005 年 
堀 秀信 「温度・熱現象を咲かせた物質科学の物語」             他 
 
講義計画：（１７回の講義計画） 
12 月 18 日（月） 3 時限～5 時限 M1・2 講義室 
１．ガイダンス―総論、背景、および各講義の趣旨説明  【担当：小林】 
学際コミュニケーション実践演習Ⅰ「物理現象の産業利用の検討」導入講義 
2． 物理研究者から見たビジネスの重要性   【担当：堀】  
3． 伝導現象の量子効果の話               【担当：小矢野】 
 

 
12 月 19 日（火） 3 時限～4 時限 M1・2 講義室 

5 時限 情報科学センター1F ユーザー室 
4． 熱伝変換素子の話                     【担当：岩崎 秀夫】 
5． 温度・熱現象を咲かせた物質科学の物語 【担当：堀】 
6． 学際コミュニケーション実践演習Ⅰ「物理現象の産業利用の検討」 

グループ・ディスカッション             【コーディネータ：堀】 
                                       【モデレータ：小矢野・岩崎 秀夫】 

 
 
12 月 22 日（金） 3 時限～5 時限 M1・2 講義室 

7．グループ・ワーク ビジネスアイデア 発表 【コーディネータ：堀】 
学際コミュニケーション実践演習Ⅰ・終了  
個別演習Ⅰ（レポート） 
 

 
 学際コミュニケーション実践演習Ⅱ「学際研究計画作成」導入講義・演習 

8．個別演習Ⅱ 研究アウトリーチ実践演習 【担当：岩崎 敬】 
9．異分野コミュニケーション方法論    【担当：岩崎 敬】 
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1 月 9 日（火） 3 時限～5 時限 M1・2 講義室 
10．背景の詳細：科学技術政策の動向と学際研究    【担当：小林】 
11．学際研究プロジェクト概論・事例             【担当：小林】  
12．研究計画作成法                【担当：小林】 
 
 

１月 11 日（木） 3 時限～5 時限 M1・2 講義室 
13．個別演習Ⅲ 学際研究計画書・発表    【担当：小林】 

【コーディネータ：岩崎 敬】 
14．学際研究計画作成法            【担当：小林・岩崎 敬】 

学際コミュニケーション実践演習Ⅱ「学際研究計画作成」 
15．学際研究計画作成演習① グループ・ワーク 

                      【コーディネータ：小林】 
                      【モデレータ：浅野】 
 
 
1 月 15 日（月）3 時限～4 時限 M1・2 講義室 

16．学際研究計画作成演習② 発表     【コーディネータ：小林】 
17．発表内容の講評・学際コミュニケーション論総括【担当：小林・岩崎 敬】 

 
課題： 
個別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、および学際コミュニケーション実践演習Ⅰ・Ⅱ 
 
評価： 
演習への参加状況、評価、および出席日数を総合して成績評定を行う。 
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シンポジウム・フォーラム・セミナー等関連資料 
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ＪＡＩＳＴ－ＣＯＥセミナー２００５

　　　　　　　

　　　　　　『統合的科学技術経営の実践に向けて』
　　　　　　　　　　ー 地域連携に向けた教育研究 ー

　　　　　　 ● 日　時　　平成１７年７月９日（土）　１３：００～１７：００

　　　　　　 ● 場　所　　ホテル日航金沢４階鶴の間　

　　　　　　　　　　　 主催　　北陸先端科学技術大学院大学
文部科学省２１世紀ＣＯＥプログラム　
　「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」　

　　共催 株式会社 石川県ＩＴ総合人材育成センター
　　　　　　　　　　　　　　　　 財団法人 地域振興研究所

　　後援　　経済産業省中部経済産業局
　　　　　　　　　　　　　　　　 石川県
　　　　　　　　　　　　　　　　 北陸経済連合会　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　　　　
ＪＡＩＳＴ－ＣＯＥセミナー２００５

　　　　　　　

　　　　　　『統合的科学技術経営の実践に向けて』
　　　　　　　　　　ー 地域連携に向けた教育研究 ー

　　　　　　 ● 日　時　　平成１７年７月９日（土）　１３：００～１７：００

　　　　　　 ● 場　所　　ホテル日航金沢４階鶴の間　

　　　　　　　　　　　 主催　　北陸先端科学技術大学院大学
文部科学省２１世紀ＣＯＥプログラム　
　「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」　

　　共催 株式会社 石川県ＩＴ総合人材育成センター
　　　　　　　　　　　　　　　　 財団法人 地域振興研究所

　　後援　　経済産業省中部経済産業局
　　　　　　　　　　　　　　　　 石川県
　　　　　　　　　　　　　　　　 北陸経済連合会　　　　　　　　　　　　　

　　　　

●ご挨拶

●日時・場所

●交流会参加費　　　５，０００円

○ＭＯＳＴセミナー　　　７月９日（土）１３：００～１７：００　　ホテル日航金沢４階鶴の間

■基調講演 「企業競争力の源泉として」
「２１世紀企業に望まれること」 　　　　　　　

■セミナー ＭＯＳＴ人材の育成
　　　　　　　　　〈ＭＯＳＴ：Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ〉

○交流会　　　　　　　　７月９日（土）１８：００～１９：３０　　ホテル日航金沢３階孔雀の間

●定員　　　　　　　１００名

●プログラム　　　裏面をご参照ください

　北陸先端科学技術大学院大学では、時代の変化に対応する技術の創造から新たに独自の
分野を創出する統合的科学技術経営の実践に向けて、教育研究を推進しています。
　そのなかで２１世紀ＣＯＥプログラム「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」を中心に、
知のクリエイター「将来を見通せる高度な研究開発能力を持った人材」と知のコーディネータ
「高度な研究開発活動をマネジメントできる人材」を育成しています。
　このたび、これらの実践として１０月から地域産業界の人材育成活動と連携し、社会人を対
象にした人材育成を目的に「統合科学技術コース」を開設し、今後、ＪＡＩＳＴが地域の資源とし
て期待される人材を如何に育むのかを共に考え、実践していきます。
　本セミナーでは、先端科学技術を通した地域産業創出を支援しうる人材の「役割」、「育成」
等に関して幅広く提案させていただくとともに、地域活性化に向け活発な活動を展開していき
ます。
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■ ＭＯＳＴ（統合的科学技術経営）セミナー

１２：３０ 受付開始

１８：００－１８：１０　　　来賓挨拶　　　　　　　　

１４：４５ー１６：２０　　　『ＭＯＳＴ人材の育成』

　　　　　　　　　　　　　　　「統合科学技術コース開設にあたって」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡＩＳＴ知識科学研究科長 中　森　義　輝
　　　　　　　　　　　　　　　「石川ＭＯＴコースの実績と今後」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡＩＳＴ知識科学研究科教授、学長補佐

近　藤　修　司
　　　　　　　　　　　　　　　「材料科学研究科における取り組み」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡＩＳＴ材料科学研究科長 三　宅　幹　夫
　　　　　　　　　　　　　　　「未来をつくる科学技術経営の人材」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡＩＳＴ科学技術開発戦略センター助教授　　

小　林　俊　哉

１６：２０ー１６：５０　　　『地域連携の現場から・・　』

　　　　　　　　　　　　　　　「地域連携の現場発：産業人材の育成・確保について」
　　　　　　　　　　　　　　　　石川県商工労働部産業政策課長　　　菊　川　人　吾　氏
　　

■　交　流　会

１３：００－１３：０５　　　開会挨拶　　　　　　　　　ＪＡＩＳＴ　学　長　　　　潮　田　資　勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８：１０ー１９：３０ 産学官交流

　　　　　　

出席者８０名程度（来賓、企業、大学関係者等）

１３：０５－１４：３５　　　基調講演
　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　「企業競争力の源泉として」　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪大学大学院基礎工学研究科教授　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　赤　坂　洋　一　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　「２１世紀企業に望まれること」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　オムロン株式会社特別顧問

市　原　達　朗　氏
　　　　
１４：３５－１４：４５　　　休　憩　
　　　　　　　

１６：５０－１６：５５ 閉会挨拶　　　　　　ＪＡＩＳＴ　副学長　　　　　　牧　島　亮　男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈 ＭＯＳＴ：Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 〉　
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１３：０５～１４：３５  基調講演 

「企業競争力の源泉として」 
大阪大学大学院基礎工学研究科教授 

 赤 坂 洋 一 氏 

【略歴】 

大阪府出身 

昭和４０年 大阪大学工学部電子工学科卒業 

４５年 大阪大学基礎工学部大学院博士課程修了 

 三菱電機㈱ 中央研究所研究員 

 同社 LSI 研究所 最先端デバイス技術部長、LSI 開発第一部長を歴任 

平成 ４年 アプライドマテリアルズジャパン㈱(ＡＭＪ) 取締役副社長 技術統括本部長 

平成 ７年 アプライドマテリアルズ社（米国本社：ＡＭＡＴ）副社長 

平成 ８年 ＡＭＪ代表取締役社長 兼 ＡＭＡＴ副社長、野村マネージメントスクール修了 

平成１１年 ＡＭＪ取締役副会長 兼 ＡＭＡＴ副社長 

平成１２年 北陸先端科学技術大学院大学（JAIST）先端科学技術研究調査センター教授、センター長併任 

平成１５年～ 現職、JAIST 客員教授 
 

 

「２１世紀企業に望まれること」 
オムロン株式会社特別顧問 

市 原 達 朗 氏 

【略歴】 

昭和４２年３月  京都大学工学部電子工学科卒業 

昭和４２年４月  立石電機株式会社（現オムロン株式会社）に入社        

昭和５６年９月  同社技術本部ＣＡＤ推進室室長に就任        

昭和６１年３月  同本部プロジェクト推進センタ所長に就任        

昭和６１年11月  同本部ソフトウエア技術研究所所長に就任        

昭和６３年３月  同本部システム研究所所長に就任        

平成 元年６月  同社取締役に就任 

         同社技術本部副本部長に就任        

平成 ２年９月  同本部システム総合研究所所長に就任        

平成 ４年９月  同社コンピュータ統轄事業部統轄事業部長に就任        

平成 ４年10月  オムロンデータゼネラル株式会社 

         （現アルファテック・ソリューションズ株式会社）代表取締役社長に就任 

平成 ９年６月  オムロン株式会社常務取締役、技術本部本部長に就任        

平成１１年６月  同社執行役員制導入に伴い取締役、執行役員副社長に就任        

平成１３年６月  同社取締役副社長・執行役員副社長に就任        

平成１４年６月  同社取締役副社長に就任 

平成１７年６月  同社特別顧問に就任、現在に至る 

 

 １０年、２０年先を見ると、明らかに２１世紀は２０世紀の延長路線上には無い。自然環境破壊、天然資源の枯渇は、

我々に、人類始まって依頼の未曾有の挑戦を余儀なくさせている。一方、現実的には、大学は独立法人化に伴う自立を、

製造業はグローバルレベルでの競争をいかに勝ち抜くかといった今日の課題にその対応の首尾が問われ、将来に対する展

開と言ったビジョンを持つことへの余裕が無い。かかる状況下で、中長期的目標と短期的目標を同時に描きながら、かつ、

大きな矛盾なしに両者に相応しい人材教育を実践することが必要である。そのためには、教育界、経済界が『どのような

人材が今後の日本に望まれているのか？』という基本的価値観を共有することが大前提となる。最近、事業化のための産

学協同という挑戦は大きなアテンションがかけられ、それに対する諸施策も実行されているが、その多くが、極めて近場

の話に終始し、中長期的合目的性からはかけ離れてしまっている。本質的課題の認識の甘さは、産学ともに壊滅的な状況

と言っても過言ではない。 

 決して論理的に整理された結論ではないが、上記の基本的課題に関して、筆者が日頃感じ、社員へ発信している主旨を

ご披露し、諸兄のご批判、ご叱責をお願いするとともに、関係御各位の今後の本気の挑戦を鼓舞したい。 
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１４：４５～１６：２０  『ＭＯＳＴ人材の育成』 
「統合科学技術コース開設にあたって」 

ＪＡＩＳＴ知識科学研究科長 

中 森 義 輝 
 本学では現在、文部科学省 21 世紀 COE プログラム「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」を実施している。これは、
知識科学の理論や手法を技術開発現場において適用し、技術開発を促進するとともに知識科学の理論をその中で発展させると
いう試みである。 
 「統合科学技術コース」はこの試みを発展・継続させるもので、技術開発と技術経営の双方に精通した人材の育成を目指す
ものである。 
 

「石川ＭＯＴコースの実績と今後」 
ＪＡＩＳＴ知識科学研究科教授、学長補佐 

近 藤 修 司 
 長年の経済の低迷から脱却しつつある現在、企業競争力を格差は拡大して、企業業績も二極化・三極化の傾向が明白になっ
ている。今後の企業経営は独創技術を開発し顧客感動を創造できる企業が業界のリーダーシップを握ることになる。北陸企業
においても独自技術を蓄積開発しつつ、市場創造の実践ができるリーダー・技術者の育成が急務である。ＪＡＩＳＴ知識科学
研究科ではこれらの企業ニーズを先取りして、東京ＭＯＴコースそして石川ＭＯＴスクールをスタートして技術経営（ＭＯＴ）
人材の育成と輩出に貢献してきた。 
 本講演では、これからの経営を展望し、石川ＭＯＴスクールの狙い・講義内容そして成果事例をご紹介するとともに、統合
科学技術コースとの連携で新たな経営改革の方向を提示する。石川ＭＯＴスクールは技術経営（ＭＯＴ）で北陸企業を元気に
することを狙いとして、東京ＭＯＴコースの体系をベースにして北陸版を展開している。石川県ＩＴ総合人材育成センターと
の連携で、受講生だけでなく参加企業経営者と一体となり、ＭＯＴ改革の実践提案やその実践を通じてＭＯＴ改革モデル企業
づくりを狙っている。ＭＯＴスクール卒業生が、主体的にＭＯＴシンジケートを組織化して毎月工場見学会やＭＯＴ改革の交
流を進めるなど地域のＭＯＴ改革のモデルになりつつある。 
 今回さらに材料科学研究科およびＣＯＥ研究コースとも統合し、北陸企業を元気にする科学技術経営の実現に向けて新展開
を目指している。講演内容は下記を予定している。 
（１）いしかわＭＯＴスクールの意義と特徴 
  ・ＭＯＴ改革で「変化の先に立つ」を宣言する 
（２）いしかわＭＯＴスクールで学んだこと 
  ・知識科学を基盤にした技術経営（ＭＯＴ）の知識体系の取得 
  ・現状の姿・ありたい姿・なりたい姿・実践する姿をプロフェッショナルに 
（３）自社企業のＭＯＴ改革提案とＭＯＴシンジケート 
（４）更なる展開に期待して 
  ・人間力と技術力を向上し、北陸企業を元気にする 
 

「材料科学研究科における取り組み」 
ＪＡＩＳＴ材料科学研究科長 

三 宅 幹 夫 
 材料科学研究科は、物理系、化学系、バイオ系の 3つの分野から成る研究室で構成されている。分野の枠を超えた積極的な
共同研究を推進しており、今後は学外の多様な組織との連携を目指していきたい。教育面では、博士前期課程は、企業で活躍
しうる技術者や研究者として、博士後期課程は研究者や高度技術者としての人材育成を進めている。講義は、基礎から専門に
至るまで系統的で、しかも学生の多様な要求に対応しうるきめ細かく巾広い科目を用意している。すなわち、物理、化学、バ
イオなどの専門科目はもとより、英語や実習を含めたナノマテリアルテクノロジーコースを用意している。こうした背景の下、
この度、知識科学研究科との連携によって統合科学技術コースを開設し、幅を一層広げることとした。本コースは、特に地元
企業関係者に役立つことを念頭に置いて講義科目を設定しており、材料科学研究科を構成するほぼ全ての研究室が参画してい
る。すなわち、新しい研究技術分野、重点領域、産業動向を踏まえて、企業の新規研究技術開発、製品開発などに役立つよう
基礎から応用に至るまでを工夫して講義することしている。具体的には、ナノテクノロジー、バイオ、デバイスなどに加えて、
JAIST が所有する最先端分析装置の理論と応用などの５つの講義科目を用意している。小人数講義が前提であるので、講義計
画にとらわれずに受講者のご要望に臨機応変に対応できる体制を整えていきたい。こうしたコースを開設することで、地元の
皆様に材料科学研究科を一層深くご理解頂き、お互いに色々な面で協調できればと願っている。 
 

「未来をつくる科学技術経営の人材」 
ＪＡＩＳＴ科学技術開発戦略センター助教授 

小 林 俊 哉 
 20 世紀末以降、地球環境問題等、複雑大規模な解決すべき課題が増加しています。こうした課題には、複数の学問分野が
協働して取り組む必要があります。ところが実際の学問は個別に発展を遂げる性格を持っています。このためある学問と別の
学問とではお互いに使用する用語や方法論が全く違うことが少なくありません。こうした学問固有の性質が、複数学問間で協
力関係を築くことや連携を行うことを困難にしています。統合科学技術コースにおいては複数の学問間のコミュニケーション
を行うための方法論や実践の機会を提供することを重要目的に位置付けています。またそうした複数学問間での組織的研究を
行う際は研究者自身の自律的マネジメント能力が問われます。本統合科学技術コースでは、研究者が自らの研究を適切にマネ
ジメントしていくための知識やノウハウを学ぶことができます。第１期科学技術基本計画以降、我が国の研究環境は競争性・
流動性を増してきています。こうした環境の中で研究者が自らの自立性を担保していくためには、こうしたマネジメント能力
が今後いよいよ重要になっていきます。本学ではそうしたマネジメント能力を「学術経営」と呼称し、そうした能力の修得機
会を提供するものとして本コースの目玉としています。 
 

１６：２０～１６：５０  『地域連携の現場から・・』 
「地域連携の現場発：産業人材の育成・確保について」 

石川県商工労働部産業政策課長 

菊 川 人 吾 氏  
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科学の文法と自己本位 

日   時 平成 17 年 10 月 11 日（火）15 時 00 分～17 時 00 分 

 

会   場 知識科学研究棟 小講義室 （K1.2） 

  

 

講 演 者 国立大学法人筑波大学 大学院ビジネス科学研究科 

      経営プロフェッショナル専攻教授 

椿 広計 氏 

 

   

開催主旨 Karl Pearson (1892)の科学の文法は、多くの知識人に影響を与えた。 

     わが国では、夏目漱石、寺田寅彦といった師弟がその中核にいる。 

     Pearson の科学哲学自体は Mach 主義の影響など当時の多様な潮流の 

     集合体と考えられるが、そのユニークなところは、「統計科学」とい    

     う方法論体系を生み出したことである。本講演では、科学の文法の 

     知識人へのインパクトやピアソンが考えた統計科学体系がその後の

ように進展したかをふりかえるとともに、統計科学の将来ならびに、

「設計科学」における新たな文法の必要性などについても述べたい。 

 

 

問合せ： 科学技術開発戦略センター （内線 1838） 

 

E-mail：coe-secr@jaist.ac.jp 
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システム工学と知識マネジメント、組織科学に関する考察 

―イノベーションの起こりやすい組織システムの構成―  

シ ス テ ム 構 成 要 素 が 目 的 志 向 の ナ レ ッ ジ を  

有 す る 場 合 の シ ス テ ム の 挙 動  

日   時 平成 17 年 10 月 14 日（金）15 時 30 分～17 時 00 分 

 

会   場 知識科学研究棟 小講義室 （K1.2） 

  

講 演 者 ㈱ 日立製作所システム開発研究所   

ID ソリューション事業部 事業部長 

JAIST 科学技術開発戦略センター 客員教授 

小坂 満隆  氏  

 

全体討論会 16：30～  

        

講演要旨 日立製作所において、システム工学の研究開発、及び研究開発組織活性化に向けたナレ

ッジマネジメントに、永年携わってきた。ここでの課題は、従来タイプの製品や事業に効率よくできて

いる企業システムが、必ずしも、新事業創生に好都合のシステムとは限らない点である。新事業創生と

いう目的に対して、既存システムをどのように変えていくか？報告者自信はシステム志向とナレッジマ

ネジメントに基づく組織運営がうまく結びつくことが重要であると考えている。企業システムの個々の

要素、すなわち組織を構成する各人が目的達成への強い意識を持ち、企業システム、組織自体を変革す

るような行動に出ることが必要である。 

 こうした考え方をシミュレーションにより検証できないか？すなわち、エージェント技術によって企

業活動における個々人の行動パターンをシミュレーションできるようにして、必要な情報が共有される

場合、個々人の意識の強さの度合い、組織の構成要素のつながりの度合い、などによって組織形態や目

的達成度合いがどのように変化するかを確かめてみたいというのが、最近の問題意識である。 

 本講演では、過去に検討したエージェント技術によるシステムの目的達成にむけた技術開発の例と、

現在取り組んでいる新事業創生活動を紹介し、上記の問題意識に関して、エージェント技術を用いて新

事業創生活動を評価することが可能か？に関して参加者と一緒に検討をお願いしたい。 

 

問合せ： 科学技術開発戦略センター （内線 1838） 

 

E-mail：coe-secr@jaist.ac.jp 
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エージェント・ベース・モデリング 
―ＫＩＳＳ原理を超えて―  

 

日   時 平成 17 年 12 月 12 日（月）15 時 30 分～17 時 00 分 

 

会   場 知識科学研究棟 小講義室 （K3.4） 

  

講 演 者 東京工業大学総合理工学研究科知能システム科学専攻 

      寺野 隆雄 教授 

 

 

全体討論会 16：30～  

        

講演要旨  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ： 科学技術開発戦略センター （内線 1838） 

 

E-mail：coe-secr@jaist.ac.jp 
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Herewith we invite the COE core members/promoters, post-doctoral fellows (PD), research 
assistants (RA) and others related/interested in the "COE-Technology Creation based on 
Knowledge Science" to attend in the following seminar: 
 
Title: Information Integration and the Soft Semantic Web 
 
Date and Time: May 20th (Fri) 15:00 - 16:30                                      
 
Place: K1-2 Lecture Hall at 1F of KS building 
 
Guest Speaker: Dr. Trevor Martin from the University of Bristol, UK 
 
Summary: The semantic web has been proposed as a solution to the world-wide web’s lack of 
formal semantics, as it is machine-readable but not machine-understandable. In that effort, 
relational knowledge is embedded as meta-data in web pages enabling machines to use 
ontologies and inference rules in retrieving and manipulating data. An ontology formalizes an 
agreed vocabulary within a community; however, different vocabularies may differ in their 
interpretations of terms. Additionally, the need to define everything precisely may lead to a 
mismatch with human understanding and classification.  
 
Amongst the many research challenges arising from the semantic web vision, Dr. Trevor 
Martin’s talk will focus on: 

• the need to incorporate uncertainty and flexibility into the knowledge representation, 
in order to facilitate the interface between human and machine understanding of data 

• the problems associated with fusion of semi-structured information organized 
according to different meta-data schemas 

 
More detailed info about the speaker and his research interests can be found at 
(www.enm.bris.ac.uk/ai/martin/). 
 
We would very much appreciate your cooperation and support in making this seminar 
successful. (The COE core members/promoters, please encourage your students to attend). 
 
Thank you and see you in the seminar. 
 
Best regards, 
***************************** 
COE-center   Ext. 1838:E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp 
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Herewith we invite the COE core members/promoters, post-doctoral fellows (PD), research 
assistants (RA) and others related/interested in the "COE-Technology Creation based on 
Knowledge Science" to attend in the following seminar: 
 
Title:  The Role of Intuition in the Creation of Mathematical Knowledge: 

Intuition, Mathematical Intuition, the Theories of Scientific Change. 
 
Date and Time: June 6th (Mon) 15:00 - 16:30                                      
 
Place: K1-2 Lecture Hall at 1F of KS building 
 
Guest Speaker: Dr. Zbigniew Król from Institute of Philosophy and Sociology of Polish 
Academy of Sciences, Warsaw, Poland. 
 
Summary: There are many theories and models of the development of science in the 
philosophy of science. One attitude is predominant: to avoid creating a priori theories of 
scientific change it is necessary to test such theoretical patterns in the history of science 
(“historical case study”). In Western philosophy there are also many theories of intuition. 
Intuition is recognized as a source and base of rational knowledge. 
What is the “content” of intuition in mathematics and how it is possible to explain past and 
predict new directions of the development of mathematical knowledge? The broad 
comparison of the differences in what was intuitively evident for ancient mathematician and 
what is evident currently, i.e. the reconstruction of hermeneutical horizon, unearths some 
essential conditions of the creation of mathematical knowledge. Thus, Euclidean geometry as 
stated in the Euclid’s Elements is a kind of non-Euclidean geometry without the notions of an 
infinite, rigid 3-dimensional space, infinite straight lines and surfaces. 
 
More detailed info about the speaker and his research interests can be found at  
Coe-secr@jaist.ac.jp 
 
We would very much appreciate your cooperation and support in making this seminar 
successful. (The COE core members/promoters please encourage your students to attend). 
 
Thank you and see you in the seminar. 
 
Best regards, 
***************************** 
COE-center   Ext. 1838:E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp 
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Herewith we invite the COE core members/promoters, post-doctoral fellows (PD), research 
assistants (RA) and others related/interested in the "COE-Technology Creation based on 
Knowledge Science" to attend in the following seminar: 

Title: Knowledge creation and systems research: Implications from memory 
science 

Date and Time: August 25th (Thu) 16:30 - 18:00                                      

Place: K-64 Collaboration Room 3 at 6th fl. KS II building 

Guest Speaker: Dipl. –Psych. Bertolt Meyer from Institute of Psychology; 
Organizational and Social Psychology; Humboldt University Berlin, Germany 

Abstract: If systems research is to enhance the creation and use of knowledge in society, it 
must be clearly defined what knowledge is and how it is created. In this position paper, we 
hope to lay the theoretic foundation explaining individual knowledge creation based on 
current findings from memory psychology and outline implications for system development. 
 
 
More detailed info about the speaker and his research interests can be found at  
Coe-secr@jaist.ac.jp 
 
We would very much appreciate your cooperation and support in making this seminar 
successful. (The COE core members/promoters please encourage your students to attend). 
 
Thank you and see you in the seminar. 
 
Best regards, 
***************************** 
COE-center   Ext. 1838:E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp 
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Herewith we invite COE core members/promoters, post-doctoral fellows (PD), research 
assistants (RA) and others related with / interested in the “COE-Technology Creation based 
on Knowledge Science” to attend in the following seminar: 
 
Title: The Decision Making Process: Goals and Paradigms 

Date and Time: November 24th (Thu) 15:00 – 17:00                                    

Place: Collaboration Room 3 at 6F of KS building No2. 

Guest Speaker: Dr. Mordecai I. Henig, Professor of management at the Leon Recanati 
Graduate School of Business Administration, Tel-Aviv University, Israel 

 
Summary: Any time one makes a non-instinctive decision, he or she endures a decision 
making process. Improving the process should be the desire of all. The quality of the process 
can be judged vis-à-vis its goals, if they are achieved and how efficient it is done. Interesting 
enough, there is no explicit discussion in the literature of such goals. It can be verified, 
however, that most of the methods end with ranking or selecting a “preferred” alternative. 
Even decision analysis methods, which assess preferences via utility functions, reflect the 
desires of the decision maker to select the “best” alternative. However, this should not 
necessarily be the goal of the analyst. We argue that though selection methods may be 
appropriate for solving simple problems, in real cases, decision makers may need assistance in 
attaining two further goals: COMPREHENSION of the preferences and GENERATION of elusive 
alternatives. In other words, the goal of a decision-making process is not to select or rank 
alternatives but to comprehend and generate.  
 
We would very much appreciate your cooperation and support in making this seminar 
successful. (COE core members/promoters please encourage your students to attend). 
 
Thank you and see you in the seminar. 
 
Best regards, 
***************************** 
COE-center Ext. 1838, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp 
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We invite COE core members / promoters, post-doctoral fellows, research assistants (RA) and 
others related with / interested in the “COE-Technology Creation based on Knowledge 
Science” to attend in the following seminar: 
 
Title: Events driven approach for supporting real-time management of complex systems 

Date and Time: February 10th (Fri) 15:00 – 17:00                                      

Place: KS building No2 6F Collaboration room (3) 

Guest Speaker: Dr. Janusz Granat, Senior Researcher at National Institute of 
Telecommunications, Warsaw, Poland and Senior Lecturer at the Institute of Control and 
Computation Engineering, Warsaw University of Technology, Warsaw, Poland 

Summary: Management and modeling of complex system is challenging area of research. 
There are various approaches for modeling the complex systems. The event is a concept that 
is often applied for modeling of complex systems. However, there are several interrelated 
research areas that use this concept. In the presentation, DR. Granat will present a 
comprehensive framework for events driven approach for modeling and management of 
complex system. The figure below shows the basic components of the framework. 

 
Keywords: Event mining, temporal data mining, on-line knowledge delivery, and decision 
support. 
 
We appreciate your cooperation and support in making this seminar successful. (COE core 
members/promoters please encourage your students to attend). 
 
Thank you and see you in the seminar. 
 
Best regards, 
***************************** 
COE-center Ext. 1838, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp 
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We invite COE core members / promoters, post-doctoral fellows, research assistants (RA) and 
others related with / interested in the “COE-Technology Creation based on Knowledge Science” 
to attend in the following seminar: 
 
Title: Knowledge-based management in uncertain environments  

Date and Time: February 23th (Thu) 15:00 - 16:30                                     

Place: KS building No2. 6F Collaboration room (3)  
Guest Speaker: DR. Fumiko Seo, Professor Emeritus of Kyoto University, Kyoto Institute of 
economic Research (Tel: 06-6422-7083; E-mail: fseo@kier.kyoto-u.ac.jp) 

Summary: Recently, a great progress has been done in various technical fields, in particular, in 
the fields of product innovation as well as process innovation, along with the changing in the 
environment for business operations. The corporate management can not avoid the care for 
environmental impacts and consumers’ benefits. The Corporate Social Responsibility (CSR) or 
the Social Responsible Investment (SRI) is becoming one of very important measures for 
evaluating the corporate value. The ISO 9001 series as well as ISO14001 series provides the 
major concepts for that. The consideration on those international standards is bringing a higher 
social status and reputation to the corporations. On the other hand, the business corporations are 
facing increasingly changing business environments under the varied value concepts of consumers. 
Political and social situations are also largely changeable. These situations bring business firms 
into complex uncertain environments. Business decision making should be under uncertainty and 
the corporate risk management should be constructed on multi-criteria considerations. 
 In my talk I will examine the necessary concepts for the “knowledge-based” management 
from the above perspective. The concepts of “knowledge” will be reconstructed on the managerial 
points of view under the uncertainty. How to manage the technology development on the social 
interest?  What is the necessary way and direction for that?  These are major topics of this talk. 
Special interest will be placed on the multi-criteria aspects of the corporate management under the 
uncertain business environments. 

In addition, I will also discuss about the computer-assisted approach to the multi-objective 
problem-solving under uncertainty. Preference-based multi-objective decision analysis is used and 
extended to the probabilistic business environments. A new computer program MIDASS is 
introduced for the practical use and, if we have time at the seminar, a simple example for the 
software operation will be presented with a demonstration. 
Thank you and see you in the seminar. 
Best regards, 
***************************** 
COE-center Ext. 1838, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp 
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  The social system is an open giant complex system. There 
are three kinds of channels to obtain information nowadays: 
formal society, informal society and network society. In order 
to collect and process useful information we have to use 
different mining techniques: data mining, text mining, web 
mining, model mining, psychology mining, and expert mining: 
The first four mining techniques deal with mainly the explicit 
data and information. The later two techniques mainly deal 
with the tacit information. In recent years we pay much 
attention to the expert mining. 

Title: Using different mining techniques to solve the social complex problems

Speaker: Dr.Gu Jifa, Institute of Science, Chinese Academy of Sciences 

Date and Time:  Jun 1st (Thu) 15:30 – 17:00                                     
Place:  KS building No2. 6F Collaboration room (3) 
 

COE-center Ext. 1790, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp
 

Using different mining techniques
to solve the social complex problems

 
Dr. GU Jifa

 
Jun 2006 
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Background
• The department of Innovation and Technology Management at

Kassel University, Germany follows an interdisciplinary character
of research and education on the intersection between economics
and technology, considering technical, ecological, political-social
and ethical-cultural aspects together. Focusing on the innovation
management, the key objective of the ITM department activities is
to address the question of how future business between technology
and economy will look like and how this question can be responded
in the general case. Concerning these issues, the main interest is
forecasting technologies, and knowledge management that is
challenged by the complex character of this endeavor. 

• The School of Knowledge Science of JAIST has embarked upon a
new initiative that aims to discover both theoretical and practical
principles of knowledge management, thereby developing new
knowledge systems for decision making and problem solving. 

 
Objective 
Exploring possible cooperation opportunities within the perspective of
knowledge science. 

Title: Getting Together towards a Collaborative work
Main Speaker: Prof. Dr. habil. Marion Weissenberger-Eibl; Professor at the Department of Innovation 
and Technology Management, Kassel University, Germany 
Date and Time:  September 7th (Thu) 15:00 – 17:00                                     
Place:  Room K 3-4 2nd Fl. 
 

COE-center Ext. 1790, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp
 

Getting Together towards a Collaborative Work: Department of 
Innovations- and Technology Management, Kassel University, Germany & 
The School of Knowledge Science, JAIST 

Prof. Dr. habil. Marion Weissenberger-Eibl; She holds the chair for
Innovation and Technology Management at the University of Kassel.
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Knowledge Sciences and a New Episteme 

 
Abstract 

As the product of informational revolution, or the transition towards
information society, knowledge-based economy and, more generally, knowledge
civilization, we observe the emergence of knowledge sciences. They are the
result of diverse developments in epistemology, knowledge engineering,
management science with knowledge management, sociological (soft) systems
science, technology management, and technological and mathematical (hard)
systems science. The development of the unique Faculty of Knowledge Science
at JAIST anticipated this process, but there are reasons why we should use the
plural knowledge sciences instead of singular knowledge science. 

Between several reasons for that, the most important might be the fact
that a new episteme of the era of knowledge civilization is not formed yet, while
the destruction of the old, positivistic episteme of the industrial civilization era
started over fifty years ago and has led to divergent developments of three
different episteme of three cultural spheres of: 1) social sciences with
humanities, 2) hard with natural sciences, and 3) technology. Until the new
episteme converges again and is universally accepted, we should recognize and
respect the differences of these three cultural spheres that all should be
represented in knowledge sciences. 

The presentation discusses firstly the emergence process of knowledge
sciences together with some contributions of the Faculty of Knowledge Science
at JAIST, then the divergence of the episteme of the three cultural spheres,
finally proposes some elements that might contribute to the convergence and
formation of a new episteme: two basic principles – the emergence principle and
the multimedia principle – and ten basic postulates how we should see the world
and construct knowledge in the new era of knowledge civilization. 

Title: Knowledge Sciences and a New Episteme 

Main Speaker: Prof. Dr. Andrzej P. Wierzbicki; COE - Center JAIST, Japan, and the Division of Advanced 
Information Technology at National Institute of Telecommunications, Poland 

Date and Time: September 15th (Fri) 13:30 ~ 15:30                                     

Place: Collaboration Room KS II 6th fl. 

 
COE-center Ext. 1790, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp
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Decisions are derived by underlying assumptions. Social theorists have
explored diverse and even conflicting assumptions upon rationality, information,
communication, human nature, interest and environment-events, and based on
which proposed a wide range of decision making models. It is imperative for
practitioners and researchers to ask ourselves: (1) based on which assumptions
and adopting what models are we doing our projects and research, (2) how are
our assumptions and models related with the ‘real world’, (3) how realistic and
effective are our decisions, suggestions and policies? 

Based on theoretical explorations and case studies, this seminar urges for a
pragmatic approach toward conflicting assumptions and models. To practice,
pragmatism means sensitivity to context, willingness to take action, focus on
consequence and openness to uncertainty. To research, pragmatism suggests that
the hope for pursuing scientific inquiry and theory integration lies in sustaining
intellectual conversations in open, plural communities. Pragmatism poses unique
and challenging understanding upon some fundamental questions in knowledge
management: what is knowledge, what is knowledge for, how to validate
knowledge? 

The seminar will tentatively explore links between pragmatism and i
systems, a knowledge creation model developed in JAIST. Together with
ongoing scientific explorations and sociological interpretations, a pragmatic
sensibility will enable i systems to act as an inclusive and stimulating platform
for facilitating robust innovation and knowledge creation. 

The seminar will be accompanied with a 2-hour TV program on the
NASA’s Challenger launch decision. 

Title: Decision-making in the Real World
Main Speaker:  Dr. Zhichang Zhu, University of Hull, UK; Visiting Research Professor at JAIST  
Date and Time:  Nov. 2nd (Thu.), 13:30 – 15:30 Section one: Lecture and Discussion  
               15:40 – 17:40 Section two: TV program on NASA’s Challenger launch decision 
Place:  Seminar Room K-84a (KS 3rd Building, 8FL)  

COE-center Ext. 1790, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp

Decision-making in the Real World 
 

Dr. Zhichang Zhu
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Tacit knowledge, intuition, intuitive heritage are very broad concepts
and sometimes too vague to provide for any practical applications (as a
bird in the hand is worth two in the bush). Only some of the many
possible intuitive factors in science are chosen. Indo-European mythology
belongs to the heritage of humanity, but has nothing to do with
mathematical creation of set theory. 

It is possible and reasonable to reconstruct what is assumed
intuitively i.e. as a tacit or a hidden assumption in the informal
background always present during scientific creation. Let us call this
reconstruction the reconstruction of the hermeneutical horizon. 

The reconstruction of the hermeneutical horizon is possible e.g. for
different mathematical theories in the same historical epoch and in
different epochs. 

This seminar will discuss the following questions: 
- How to find out what is intuitive in the case of scientific change? 
- Can intuition vary in time? 
- What are intuitive conditions for the emergence of new concepts in

science? 
- Is it possible to study intuition in depth? 

Title: The Emergence of New Concepts in Science
Main Speaker:  Dr. Zbigniew Król, Institute of Philosophy and Sociology of the Polish Academy of Sciences 
Date and Time:  Nov. 28 (Tue.), 14:00 – 16:00 
Place:  Seminar Room K-84a (KS 3rd Building, 8FL) 

COE-center Ext. 1790, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp

The Emergence of New Concepts in Science 

Dr. Zbigniew Król
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In this talk I wish to discuss - also with the audience - the new
universe of Informatics as it consists, in our opinion, of the confluence of
IT applications, computing science, computer science and mathematics. 

By computer science we understand the study and knowledge of the
things that can exist inside computers (and across networks of these). By
computing science we understand the study and knowledge of how to
construct those things. By an IT application we mean an application of
computers and networks in order to support activities in some domain.
(We refrain from "defining" what is meant by mathematics!) 

We will exemplify the span from IT applications "down" to
mathematics and we will justify the role of formal techniques (built on
mathematics) throughout. Thus we shall advance a new understanding of
the sextet of relations between IT applications, computing science,
computer science and mathematics. 

We will then discuss the "state-of-affairs": For example (1) that some
university curricula do not, in our opinion, reflect a proper understanding
of the issues of and the sextet of relations between the quartet of
informatics components; (2) that some "CS" researchers confuse the
issues of computing science & computer science, and (3) that progress
towards trustworthy software is hindered by (1) and (2). 

Title: IT applications, Computing Science, Computer Science, and Mathematics
Main Speaker:  Prof. Dines Bjorner, Research Professor of IS School of JAIST (2006);  

Fellow of ACM and IEEE; Member of Academia Europaea 
Date and Time:  25th January (Thu.), 2007, 13:30 – 15:30 
Place:  KS-Lecture Hall ( KS BuildingⅠ,2nd Floor) 
 

COE-center Ext. 1838, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp
 

IT Applications, Computing Science, Computer
Science, and Mathematics 

Prof. Dines Bjorner
The date has been changed to
25th January (Thu.), 2007, 
13:30 – 15:30. 
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In real world decision situations, one often needs to deal with decision
problems having multiple criteria with both numerical data and qualitative
information under uncertainty. It is essential to properly represent and process
uncertain information for rational decision analysis. The Evidential Reasoning
(ER) approach has been developed to support such multiple criteria decision
analysis. In this presentation, the ER approach will be introduced, which is based
a distributed assessment framework and the weighted evidence combination rule
of the Dempster-Shafer theory. The Intelligent Decision System (IDS) has been
developed to facilitate the application of the ER, which is a Windows-based
software package. Both the ER approach and the IDS software have been
applied to various areas such as engineering design evaluation, organizational
self-assessment, safety and risk assessment, supplier assessment and customer
survey analysis. In this presentation, the main features of ER and IDS will be
demonstrated and explained using several case studies, including supplier
assessment, organizational self-assessment in quality management, and customer
satisfaction survey analyses in manufacturing industry, which form part of the
research projects led by the presenter and funded by the UK government and the
EC. It is hoped to show that the ER approach can be used not only to deal with
problems that traditional methods can solve, but also to model and analyze more
complicated decision problems that traditional methods are incapable of
handling. In the last part of the presentation, the recent extensions of the ER
based research will be discussed mainly to knowledge based complex system
modeling, simulation and applications. 
 

Title: Quantitative and Qualitative Multicriteria Decision Modelling and Performance Assessment 
under Uncertainties - The Evidential Reasoning Approach 
Main Speaker:  Dr. Jian-bo Yang, Professor of Decision and Systems Sciences, The University of Manchester  
Date and Time:  February 16, Friday, 15:30 -- 17:00  
Place:  Collaboration Room 2, KS 3rd Building, 5th Floor  

COE-center Ext. 1838, E-mail:coe-secr@jaist.ac.jp

Quantitative and Qualitative Multicriteria Decision 
Modelling and Performance Assessment under 

Uncertainties – The Evidential Reasoning Approach 

Dr. Jian-Bo Yang
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地域貢献・産学連携の実例 
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ＪＡＩＳＴフォーラム２００６ ―知識創造と社会革新― 

 

北陸！地域再生シンポジウム 
 

 

 

 

 

 実施報告書  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 11 月 

北陸先端科学技術大学院大学 
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１. 開 催 概 要 
  

 

◇主 旨◇ 

地域の特性を生かした活力の再生を実現するため、地域の人的、物的、文化的、歴史的資源

が有効に活用される社会システムの構築が求められている。中央・地方政府、民間企業、Ｎ

ＰＯ、地縁的なコミュニティ、住民など地域再生に関わる各主体が、どのような手法を用い、

協働することによって、効果的な地域再生が行われうるのか。 

北陸先端科学技術大学院大学では、これまで経営科学などにおいて成果を挙げてきた知識科

学の知見を応用し、北陸の地域を益々活性化させるべく、システム開発、人材育成プログラ

ム等の研究を行い、この問題に真摯に取り組んできた。 

本シンポジウムでは、本学から輩出された人材が手がけるイノベーション事例や、大学と市

が連携し、取り組んできた地域再生事例をご紹介し、地域再生のための地域と大学の新たな

関係づくり、人材づくりの可能性を探る。 

 

 

 

 

 

○日  時   平成18年11月13日(月) 10：00～19：00 
 

 

 

 

○会  場   ホテル日航金沢4階「鶴の間」（ＪＲ金沢駅東口正面） 

 

 

 

 

○参加者数   235名 [ 定員 200名 ]   

 

 

 

 

 

■ 主  催 国立大学法人 北陸先端科学技術大学院大学 

文部科学省21世紀COEプログラム「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」 

 

■ 後  援 石川県 金沢市 能美市 七尾市 加賀市 北陸経済連合会  

社団法人石川県経営者協会 石川県商工会議所連合会 石川県中小企業団体中央会  

石川県中小企業家同友会  社団法人金沢経済同友会  

財団法人石川県産業創出支援機構 財団法人石川県地場産業振興センター 

財団法人北陸産業活性化センター 株式会社石川県 IT 総合人材育成センター 
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２. プログラム内容 

 

 

第 1 部 「企業と社会のイノベーション」 ／ 10：00～12：00                                 

企業、行政におけるMOT（Management of Technology「技術経営」）改革の推進が、地域を活性化させる一つ

のカギとなっている。石川県 IT 総合人材育成センターの協力を得て、北陸先端科学技術大学院大学の卒業生な

どで組織する「いしかわMOTシンジケート」のメンバーは、企業・行政の中で様々な革新を起こし、その波動

は地域へと及んでいる。今回、6つの事例から北陸の未来を創りだす改革像、人材像に迫る。 
 

 
10：00-10：05 開催挨拶  

中森 義輝 （JAIST知識科学研究科長・教授） 

 

 

10：05-10：20 基調講演  

「『改革の輪』と『見える化』で元気にする。」 
-人間力と技術力を向上し、MOT改革実践で未来を創りだす- 

近藤 修司 （JAIST知識科学研究科 教授） 

 

 

10：20-12：00 パネルディスカッション  

「MOT改革に関する６つの事例とMOTシンジケート活動」 
－地域愛と改革人材の育成－    

 

○パネラー 

■ 地域改革モデル       

武元 文平 （七尾市長） 

小川 幸彦 （七尾市 経済再生プロジェクト推進室次長）     

 

■ MOTシンジケート改革モデル  

砂崎 友宏 （株式会社 朝日電機製作所 電子設計部主幹技師） 

 

■ 企業改革モデル  

多河 吉泰   （株式会社PFU イメージプロダクト事業部 第二技術部プロジェクトマネージャー） 

村松 鋭一 （澁谷工業株式会社 電子・情報システム技術部主管技師） 

高村 昌克 （小松電子株式会社 環境部部長代理） 

 

■ 医療福祉改革モデル    

仲井 培雄 （医療法人社団 和楽仁 芳珠記念病院 理事長） 

 

○コーディネータ    近藤 修司 

 

 
12:00-13:00   休   憩 

 

 

  13：00-      御挨拶  

潮田 資勝   （JAIST 学長） 

杉本 勇壽   （石川県副知事） 

       御園 慎一郎 （JAIST客員教授 / 厚生労働省大臣官房 審議官） 
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第 2 部 「地域再生システム論の総括と展望」 ／ 13：20～17：00                      

地域の元気を生み出していく人づくりを目的に、北陸先端科学技術大学院大学では、内閣府にご支援いただき、

今秋から「地域再生システム論」講座を開講した。今回、その講座を通して導き出された地域再生へのヒントや、

本講座のこれからの展望について発表する。 

また、加賀市や能美市との連携で実践している地域再生への取り組みを紹介する。 

 

 

13：20-14：00   地域再生システム論 － これからの展望 － 

木村 俊昭（内閣府地域再生事業推進室 企画官） 

 

 

14：00-15：00   地・学連携での地域再生への取り組み［1］ -加賀市の事例- 

 

山本 和義（JAIST先端科学技術研究調査センター長・教授） 

坂井 秀樹（加賀市役所 地域振興部政策監） 

民谷 栄一（JAISTマテリアルサイエンス研究科 教授） 

酒井  猛（加賀市役所 地域振興部環境安全課長） 

 

 

 
15：00-15：30   コーヒーブレイク 

 

 

 

15：30-16：30  地・学連携での地域再生への取り組み［2］ -能美市の事例- 

   

梅本 勝博（JAIST知識科学研究科 教授） 

中川 健一（JAIST知識科学研究科 博士後期課程） 

小林 俊哉（JAIST科学技術開発戦略センター 助教授） 

            浅野 浩央（JAIST科学技術開発戦略センター 研究員） 

 

 

16：30-17：00  地域再生システム論  － まとめ － 

中森 義輝 

 

 

 

 

 

懇 親 会  ／  17：30-19：00   

 

会場に展示されているポスターの最優秀賞を発表 
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クスリのアオキと共同研究プロジェクトを実施 

 
 平成 18 年夏に、石川経営天書塾で使用したケース教材制作のため、県庁の仲介の元、ク

スリのアオキの青木保外志社長にインタビューを実施した。制作には北陸先端科学技術大

学院大学の小林俊哉准教授が主として担当した。完成した同社のケース教材は、平成 18 年

秋の石川経営天書塾において実際にケース講義に活用された。その際は、インタビューを

受けた青木社長自身が講義に参加し、塾生とディスカッションをするなど多大な貢献をい

ただくことができた。 
 その後、青木保外志社長から本学に共同研究の打診を得た。研究テーマは「ドラッグス

トア・チェーンの体系的なキャリアパス・モデルと人事教育プログラムの開発」であった。

平行して、同社の管理部教育チームと本学 COE 関係者との間で定期的なディスカッション

の機会を設けることができた。 
 共同研究の詳細は以下の通り。 
研究題目：ドラッグストア・チェーンの体系的なキャリアパス・モデルと人事教育プログ

ラムの開発 
研究目的及び内容： 
①成長戦略を志向する乙が従業員の働きがいを確保すべく、現状の組織行動についての調

査 
②体系的なキャリアパス・モデルの研究 
③上記キャリアパス・モデルに対応した人事教育プログラムの開発と試行 

COE 事業推進者の遠山亮子准教授と吉永崇史 RA らの協力を得て推進。 
期間：平成 19 年 2 月～9 月  
場所：石川クリエイトラボと本学戦略センター他 
1 月～2 月 クスリのアオキ 100 店舗（北陸３県と新潟県）の全店舗スタッフを対象とした

意識調査のためのアンケート調査を実施 
調査結果に基づく社内教育システムの提言を行う予定 
 
 以上の 18 年度の取り組みのまとめとして、平成 19 年 3 月 30 日に「クスリのアオキを対

象とする初級マネジメント講座」を石川サイエンスパークと石川県産業政策課の支援を得

て実施した。場所は ISP ハイテク交流センターにおいて、講座内容は、初級マネジメント

として必要なリーダーシップや判断力を陶冶することを目指すものであった。本講座はク

スリのアオキ以外の県内企業の参加も多く得ることができた。 
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図 クスリのアオキ ケース教材 
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図 初級マネジメント講座の模様を伝えるKnowledge BeatVol.4 の記事 

 
図 クスリのアオキ教育チームとのディカッションの模様を伝える Knowledge 

BeatVol.4 の記事 
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イノベーション教育：イノベーションを担う人材の育成 

石川経営天書塾支援 

 
本学 COE は平成 17 年度にスタートした石川県庁の産業人材育成事業「石川経営天書塾」

に対して、カリキュラム作成、講師選定・派遣、ケース教材の作成等において支援を行っ

てきた。平成 18 年度も第 2 期「石川経営天書塾」の実施にあたっても同様の支援を行った。 
 平成 18 年度の内容は主として以下の通り。 
 
支援実施時期：平成 18 年 8 月 23 日開講～平成 19 年 3 月 19 日終了 
全 12 講（最終講は受講者のプレゼンテーション） 
2 月 24 日～25 日 山代温泉「ゆのくに天祥（受講者の所属企業）」で一期生二期生の合

同合宿を実施。谷本石川県知事、土肥石川県庁商工労働部長、菊川経済産業省サービス政

策課長補佐が参加。 
受講者数：13 名（製造業 10 名、サービス業 3 名） 

 
１）オリジナルな北陸地域企業の経験を基にしたケース教材の制作 
石川地域の「ニッチトップ企業」、3 社（平成 17 年度：ナナオ、中村留精密工業、平成

18 年度：クスリのアオキ）のケース教材を作成し、実際に天書塾のケース講義で使用した。 
現在、リサイクルプラントメーカーのアクトリーのケース作成に着手。次年度までに 4 社

の本学独自のケース教材のストックが完成する。 
ケース制作の過程で、慶應義塾大学環境情報学部の飯盛義徳専任講師（富山、佐賀で NPO

鳳雛塾を運営）との共同研究のプランが誕生 
ケース制作で面識を得たクスリのアオキの青木保外志社長から共同研究の打診を得た。 

18 年度（19 年度も）は、天書塾１期生所属企業（東亜電機工業）の企業内ケース講義の

実験講義を小林俊哉准教授が実施した。 
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参考資料 

石川県庁商工労働部産業政策課が作成した石川経営天書塾の設立趣意： 
 
石川県は、物流や公共施設、賃金・雇用といった社会を支えるインフラについては人口

当たり全国 6 位と、トップレベルの社会生活インフラを有する地域である。そのような地

域でありながら、近年の県内の産業活力が鈍化していることが県の調査で明らかとなった。

昭和 60 年から、平成 13 年における産業成長力が全国 15 位にも関わらず、平成 11 年から

13 年までの 2 年間に限定すると 30 位に低下していることが判明した。また同時期におい

て県内では企業上場がほとんど見られず、新規開業も伸び悩んでいたことが判明しました。

石川県庁もこのような現状には危機意識を募らせている。県内には上記のインフラのよう

な、これまでの豊富な資源が蓄積されております。こうした資源を活用しうる現段階で適

切な経済振興策を進めていく必要がある。そう振興策を有効に推進されるためには先ず何

よりも次世代の県内経済を担う人材の育成が急務である。県側は、県内の大学人並びに県

内産業人と連携し、産学官の協同による「石川地域経営塾」（仮称）を開催することとなっ

た。本経営塾では、次世代を担う実践的な経営マネージメント人材の育成、参加者間のネ

ットワークの形成、教育を切り口とする新しい産学官連携モデルの構築をもって産学官連

携による産業創出を図る等の実践を目指すものである。こうした取り組みは佐賀県、富山

県等における「鳳雛塾」等の先進事例があるが、石川県における取り組みは県内の大学等

知的クラスターとの極めて密接な連携の下に推進されるもので 47都道府県においても前例

の無い取り組みである。現在、石川県側では、県内産業革新のために５つのプラットフォ

ーム（政策、企業連携、技術、経営、人材）を準備している。本事業はその内の経営プラ

ットフォームに属するものである。 
 
 本事業は本北陸先端科学技術大学院大学・21 世紀 COE プログラム「知識科学に基づ

く科学技術の創造と実践」との連携の基に教材、講師を提供する。 
 
事業概要： 
1. 事業内容 
 県内外の企業のさまざまな成功事例及び失敗事例のケーススタディ等を、一 
連のカリキュラムとして、ゼミナール形式で実施する。 
 具体的には、 
① 県内企業の様々な成長段階における、商品開発、販路開拓などの成功事例及び失

敗事例の収集を行い、 
② 地元大学の協力により要因の分析を行った上で教材化し、 
③ 次代の県内企業を担う中核人材（経営、研究開発、マーケティング部門等）を対
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象に、これを用いた討論形式のケーススタディを行い、 
④ もって経営の様々な局面における実践的思考力を養う。 
 
2.対象者 
県内企業における経営、研究開発、営業等の各部門の中核的な人材として期待される皆

様。（定員 10 名程度） 
 
3.実施形態 
   6 ヶ月を１クールとして、月２回の講義を実施（計 12 回程度） 
 
4.事業実施主体 
   石川県地域経営塾運営委員会（仮称） 
県内の大学、民間企業、支援機関、行政が一体となって、企画立案から運営までを担う。

事務局を企業（北國銀行の予定）内に設置しそれぞれの機関が役割を分担する。 
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図 平成 17年度に作成されたナナオのケース 

 






